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学習者が用いるストラテジーがi品約|使用をもたらす長尉になる他に、 「を」の選択使用を引き

起こす要因にもなりうる。これは学習者ーがれ定の助言司と共起する助認を誤って I~を+動詞」で

記憶し、パターン化することや、先行各~1I'1の;ぷ 1.1去Hit念の取り逃いによる。

学習者が特定の助詞と共起するJYJ詞会以って r~を+，[川，;jJ とパターン化する背景には、日本

語の自動詞と他!fYJ詞がlEi依に区}JIJできないことにもIYj係していると考えられ、日本語とタイ語の

丙言語の形態的な違いに起因していると兄られる。また「マットベッドjのような「物」に

近い意味性i"'l"を持つ川合には、学(';1;白色はそれを 1H!;jJr Jではなく「州作の対象Jとして捉えてし
まい、 「をJを産出することになる。

(2 タイ日紺訳テスト}

タイ日翻訳テストを泊して学ムi者のU)j河辺択の使用を左右するタイ語の伝修が!fiiえた。それは

大きく、 (1)タイ語の空Illj表現のIl't今と (2) タイ j;lfの仙JJ!)~i})前及び助言司の意味概念の二つに

分けられる。

タイ誇の空間表現のi批念に関して、;ぷ川文には日本訟の「位:;;"，'を災す名詞」がないにも関わら

ず、 学習者の訳文には現れたことから、日本語 tこ;;1~す11Fに学自者はタイ語の空間表現を借用し、

適用すると考えられる。そのため、 「位irtをまfす名;，'ilJが小'1:1(;'の訳文に現れ、間接的に「位置

を表す名詞+に」のユニット形成のストラテジーの使用金促if土する原l1iになる。

補助動詞の本来の意味も学好者のi担j許Iをi:bl択する手lHかりの一つである。主体の存在を強調す

る補助動詞が文中にあるjtJ合、学ムI者はそれによって「にJ!~巡，J)とすることが同認できた。 また、

様々な補助動詞とf;í~合 L て íili必することも1IJJ，j，U，叫択の使m1s:左右する。この例として「寝る」が

挙げられる。学習者は日本語の 「似る」に対応するタイ tl? の~j!h~;ilJ を 「じっとする様J 1眠るJ等

といった「状態を示すJfill!.均面M;;ijと結びっく)1;を連立lすれば、 日こ」がfl!:われるが、 「寝てごろ

ごろするJという「動作を示すJí'lfl ゆj !/!JJ詞とい合する j杉を lli~t!Jすれば、 「でJが使われる。

タイ語の転移は上記の納B)ni>JJ ，;， ij以外に、 タイ誌の州市J:0~味概念lこ も見受けられる 。 タイ語の動

詞は日本語とは異なり、動詞の，Q':I.'1、 H~ 念iこは r ，i，~~~iた !i号」が合意されないこと、動作のプロセス

が長いとと及び移動より動作の方に，Ii.¥点を当てるこどが特徴である。これは学習者に「で」の選

択使用を促すーっの要因になっているといえる。

(3 各学習段階の助詞選択使)/1似i付の~-s:n生 1

中級と上級学習者を対!1ê者にii立ったことで各学~je~i~自の用いるf!lJ討巡択使用の傾向の相違点と

類似点が把握できた。 Ìiií似点とじて r~lぬ;ri íl+ 出}J ~rJilJ のパターンM成のストラテジ}及び先行名

詞の広狭意味概念によるJYJ詞の浴択使用のストラテジ}が助訓告と浴択するための垂髪な言語処理

のストラテジーとして用いられ、タイ訟のなntu~，念の iiiL対もlJh;j，D を選択する基準のーっとなって

いることが挙げられる。一方、 111;主点として、'/，絞+f..4占iこ利徴的な点は「位置を表す名詞+にj

のユニット形成のストラテジーの{史婦が仙寺うーである点が予げられ、上総学習者に特徴的な点は、

場所を表す円こjと「でJに対する自らfたいた独自の文法対Wljをもi必用している点が挙げられる。

I~助言司+動詞」のパターン形成のストラテジー及び先行名詞の広ð:!~意味紙念による助言司の選

択使用のストラテジーはj ，l ，j学習段階のザ:醤行ーがJHいているため、 中級・上ìî~~学習者にとって助言可

を選択するための返要な言語処j盟のストラテジーであるといえる。 しかし、パターン形成のスト

ラテジーや先行名詞の意味概念による「にJのi曲!fJI(七州、及び自動詞と{也耐j詞どの混同の影響に

よる「をj の使用は中級学習者1こは引 に ~!!'I : r.:に ~L られたため、切羽の俄能及び!rJJ認の分類がまだ

正確に把握できないことが原因でiき択される「企」の使川jは中糾学自i変IjWの特有な現象であると

言及できる。

タイ語の意味概念の借用も 'h(!~' 上級学1日者にとってtYJ前を選択するJιキーのーっとなっ ている。

これは上述のようにタイ語の空IliJ求書~と irli助チ;jj訂版びofi)j河の芯味慨念がネげられる。前者は「にJ

の使用を促進するのに対して、後者iまは11:1文によって '1こJと「で」の阿方の使用を促す可能性

がある。

これらの類似点に対して、中級学tl者一は「位 iitl~ をiたす名前1+1こ」のユエ ット形成のストラテジ

ー、 「助詞+!助言司JのパターンJI%.lのス トラテジ一、先行名川!の広狭意味概念によって助言司を選

択する傾向が顕著に見られた。ねに「位i伐を:1さす名古'J+に」のユニット形成のストラテジーの使

用は中級学習者lこ著しく似察されたが、上級以踏になると使用のWil勾が減少することから、 「位

置を表す名言語+に」のユニッ ト形成のスト ラテ ジーか中級とよ説者にとって!1)J \i，iJを~き択する重要な

手掛かりであることを反映していると同時にストラテジーの使用の以外が中級段階であることも

考えられる。

上述したよう な、 ユニット形成のストラテジー、パターン)1;)&のストラテジー、母語の転移の

ほか、中級学習者はi氏資知識による言罰処段!のスト ラテジ一会佐川し、上級学留者は独自の文法

規則に基づいて「にj と「で」の巡jJ~H~HJ を行っている。 中 iíJ.~の学 i!1者は、既溜 ~ijl織の 「住むJ

「ある」などと対比し、知i似する納~，ij1ざと判断した似合に i士 、 r 1と」を選択し、 「資うJなどと

対比して類似する!即時司だと判断したJ~/j合には「で」 会 j剖パする というように、 1肌~g.Jの知識と関連

付けて、類似性を見出し、助言司が 「存在」 であるのか I制作，Jであるのかにより助詞の「に」と

「でj を使い分ける脱湾知識による言苅処立liのストラテジーを使用している。その反面、上級の

学習者は助詞の用法iこmJして独自の文法規則合的平:しており、 1にj の用法には「存在J r長期

的移動性があるJとし、 「で」には r，JO!作J 1短.1911'1甘J 1砂川1"1:がない」としラう規則性を作

り出している。そしてそれらのi1!自の文法規則lこJιづいて 11むと「でj の選択使用を行ってい

るが、上級学習者になっても B本語母語五万三行の見Jj剥)主 fRf~f日の(以前iに近似していくとは限らない

と結論するととができる。



109

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

－
795－




